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ラ
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議
論
に
関
す
る
質
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主
意
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規
制
改
革
推
進
会
議
の
地
域
産
業
活
性
化
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
（
以
下
「
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
。
）
に

お
け
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
以
外
の
者
が
行
う
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
事
業
に
係
る
法
制
度
に
関
す
る
議
論
の
行
わ
れ
方
に
つ
い
て
は
拙

速
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。 

 

ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
で
は
、
令
和
五
年
十
二
月
十
二
日
「
「
移
動
難
民
」
問
題
に
つ
い
て
」
を
公
表
し
、
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
業
の
定
義
の
例
を
示
し
、
令
和
六
年
五
月
十
五
日
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
法
律
制
度
に
係
る
論
点
に
つ
い
て
の
意
見
」
を
公
表

し
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
構
成
員
の
う
ち
、
専
門
委
員
に
関
し
て
は
、
規
制
改
革
推
進
会
議
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令

第
三
百
三
号
）
第
二
条
第
二
項
に
お
い
て
、
「
専
門
委
員
は
、
当
該
専
門
の
事
項
に
関
し
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か

ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
。
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
専
門

委
員
が
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
学
識
経
験
が
あ
る
と
し
て
任
命
し
た
の
か
。 

二 

ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
で
は
「
全
国
各
地
域
で
の
移
動
の
足
不
足
を
速
や
か
に
解
消
す
る
た
め
」
に
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
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係
る
法
制
度
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
移
動
の
足
不
足
の
解
消
に
向
け
て
は
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入

よ
り
前
に
、
タ
ク
シ
ー
に
関
す
る
規
制
緩
和
を
行
い
、
不
足
地
域
を
解
消
す
る
こ
と
、
ま
た
、
乗
車
率
の
向
上
等
に
よ
り
、

一
人
当
た
り
の
賃
金
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
年
間
所
得
額
は
、
全
産
業
平
均
と
比
較
し

て
低
い
自
動
車
運
送
事
業
の
中
で
も
と
り
わ
け
低
迷
し
て
お
り
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
賃
金
水
準
の
向
上
こ
そ
喫
緊
の
課
題

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

 
 

加
え
て
、
移
動
の
足
不
足
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
公
共
交
通
全
体
の
見
直
し
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
現

に
、
世
界
全
体
、
と
り
わ
け
欧
州
で
は
、
脱
炭
素
の
切
り
札
と
し
て
公
共
交
通
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル

ー
プ
で
は
、
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
た
議
論
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

三 

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
導
入
し
て
い
る
諸
外
国
で
は
、
地
方
の
農
村
部
に
お
け
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
普
及
に
課
題
が
あ
る
と
の

報
道
も
な
さ
れ
て
い
る
。
旅
客
需
要
が
低
い
地
域
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
代
や
車
両
維
持
費
を
賄
え
な
い
ほ
ど
の
僅
か
な
収
入
し

か
得
ら
れ
な
い
。
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
で
は
「
全
国
各
地
域
で
の
移
動
の
足
不
足
を
速
や
か
に
解
消
す
る
た
め
」
に
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
に
係
る
法
制
度
に
関
す
る
議
論
を
し
て
お
り
、
全
国
各
地
域
に
は
、
過
疎
地
域
も
含
ま
れ
る
と
解
さ
れ
る
。
諸

外
国
の
事
例
を
踏
ま
え
、
過
疎
地
域
に
お
い
て
も
移
動
の
足
不
足
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
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ル
ー
プ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

四 
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
導
入
し
て
い
る
諸
外
国
に
は
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
経
費
を
差
し
引
く
と
、
最
低
賃
金
に
達
し
な

い
国
も
あ
り
、
低
賃
金
を
理
由
に
自
殺
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
も
多
い
と
の
報
道
も
な
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、
自

由
に
働
き
た
い
と
い
う
考
え
を
利
用
し
て
非
正
規
雇
用
を
増
や
し
た
結
果
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
増
や
す
こ
と
に
繋
が
っ
て

し
ま
っ
た
と
考
え
る
。
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
に
よ
っ
て
、
安
く
人
を
働
か
せ
る
政
策
は
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る

が
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
の
適
正
な
処
遇
の
確
保
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
認
識

の
下
、
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

五 

諸
外
国
の
よ
う
な
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
我
が
国
で
導
入
し
た
場
合
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
給
及
び
年
間
所
得
額

は
ど
の
程
度
で
あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。 

六 

令
和
八
年
に
も
実
装
が
見
込
ま
れ
る
自
動
運
転
タ
ク
シ
ー
に
よ
っ
て
、
タ
ク
シ
ー
業
は
労
働
集
約
型
産
業
か
ら
資
本
集
約

型
産
業
に
転
換
す
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
導
入
し
た
と
し
て
も
、
近
い
将

来
、
供
給
過
多
に
陥
り
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
が
仕
事
を
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル

ー
プ
で
は
、
自
動
運
転
タ
ク
シ
ー
の
実
装
を
含
む
旅
客
輸
送
の
長
期
的
な
展
望
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て
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い
る
の
か
。 

七 
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
お
い
て
は
、
手
数
料
を
自
由
に
設
定
で
き
る
。
諸
外
国
で
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ

ン
グ
を
導
入
し
て
い
る
が
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
公
表
せ
ず
に
自
由
に
運
賃
を
変
動
さ
せ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
集

中
豪
雨
で
地
下
鉄
が
運
休
す
る
中
、
運
賃
が
普
段
の
十
倍
に
設
定
さ
れ
た
と
の
報
道
も
あ
る
。
降
雨
時
な
ど
、
需
要
が
高
い

時
に
は
、
富
裕
層
し
か
利
用
で
き
な
い
よ
う
な
制
度
は
導
入
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。
運
賃
設
定
に
関
す
る
諸
外
国
の
事

例
を
踏
ま
え
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

八 

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
よ
る
手
数
料
の
一
方
的
な
引
上
げ
に
よ
っ
て
、
安
定
し
た
収
入
が
確
保
で
き
ず
、
諸
外
国

で
は
抗
議
ス
ト
ラ
イ
キ
も
起
き
て
い
る
。
欧
州
に
お
い
て
は
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
に
労
働
者
性
が
あ
る
と
認
識
さ

れ
、
業
務
委
託
契
約
で
は
な
く
、
雇
用
契
約
を
結
ぶ
こ
と
を
法
定
化
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
令
和
六
年
五
月
十
五
日
「
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
の
法
律
制
度
に
係
る
論
点
に
つ
い
て
の
意
見
」
で
は
、
「
雇
用
契
約
の
み
な
ら
ず
業
務
委
託
契
約
に
よ
る
就
労
形

態
も
認
め
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
諸
外
国
の
動
向
を
踏
ま
え
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
ド
ラ
イ

バ
ー
の
働
き
方
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


